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【
基
本
構
成
】

　

投
稿
の
基
本
構
成
は
、
原
則
的
に
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　

題
目

　

執
筆
者
名

　

本
文

　

注

　

引
用
・
参
考
文
献

　

執
筆
者
所
属

　

外
国
語
要
旨

【
章
立
て
】

　

 

原
則
と
し
て
、
一
番
大
き
な
単
位
に
「
一
」、「
二
」、「
三
」
な
ど

の
番
号
を
ふ
り
、
見
出
し
を
つ
け
る
。
そ
れ
よ
り
小
さ
な
単
位
に

は
「
一
―
一
」
の
よ
う
な
番
号
を
ふ
り
、
見
出
し
を
つ
け
る
。
さ

ら
に
細
か
い
単
位
に
は
「（
一
）」
の
よ
う
に
す
る
。

　

例

　

一　

問
題
の
所
在
と
方
法
論

　

一
―
一　

研
究
史
の
概
略

　
（
一
）　

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で

【
文
字
の
表
記
】

　

 

日
本
語
の
場
合
、
文
献
の
引
用
・
固
有
名
詞
な
ど
の
特
殊
な
場
合

を
の
ぞ
き
、
現
代
仮
名
遣
い
・
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
ま
た
、
固

有
名
詞
以
外
の
外
国
語
は
、
で
き
る
限
り
訳
語
を
用
い
、
特
に
必

要
な
場
合
は
、
初
出
の
み
に
原
綴
を
付
す
る
。

【
数
字
の
表
記
】

　

 

数
字
は
一
○
、
一
○
○
な
ど
の
よ
う
に
表
記
し
、
十
、
百
は
固
有

名
詞
を
の
ぞ
い
て
原
則
と
し
て
使
用
し
な
い
（
千
以
上
の
単
位

は
、
漢
数
字
を
使
用
し
て
構
わ
な
い
）。

　

例

　

五
○
枚
組
、
四
○
○
年
間
、
二
千
年
前
。

　

 

年
号
に
つ
い
て
は
、
日
本
、
東
洋
年
号
を
先
行
さ
せ
、（　

）
内

に
西
暦
年
号
を
補
う
。

一
般
社
団
法
人 

東
洋
音
楽
学
会
機
関
誌

�
『
東
洋
音
楽
研
究
』
投
稿
の
手
引
き
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例

　

 
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
―
一
六
四

四
）

【
ロ
ー
マ
字
の
表
記
】

　

 

訓
令
式
と
ヘ
ボ
ン
式
の
い
ず
れ
か
の
方
式
を
統
一
的
に
使
用
し
、

変
則
的
な
表
記
法
は
用
い
な
い
。
長
音
の
区
別
を
し
、
そ
の
表
記

に
は
長
音
記
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

 

人
名
表
記
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
本
人
が
用
い
て
い
る

表
記
法
を
尊
重
す
る
。
本
人
以
外
の
執
筆
者
が
独
自
に
表
記
法
を

変
え
る
場
合
に
は
、
注
な
ど
で
そ
の
旨
を
記
す
。

【
ル
ビ
等
の
表
記
】

　

 

ル
ビ
等
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
機
能
を
使
用

し
て
構
わ
な
い
が
、
複
雑
な
も
の
や
特
殊
な
修
飾
に
つ
い
て
は
、

別
途
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
を
添
え
る
。

【
引
用
の
表
記
】

　

 

二
、
三
行
以
下
の
短
い
引
用
は
、
改
行
せ
ず
に
文
中
に
「　

」
を

用
い
て
示
す
。
そ
れ
以
上
の
場
合
は
引
用
文
と
し
て
別
に
掲
げ
、

引
用
文
の
前
後
に
一
行
分
、
上
に
二
文
字
の
余
白
を
空
け
る
。

【
注
の
書
式
】

　

 

本
文
中
で
、
注
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
場
合
に
は
、
本
文

中
の
当
該
箇
所
に
、（
注
1
）
あ
る
い
は
（
1
）
な
ど
の
よ
う
に
、

判
り
や
す
く
書
き
込
む
。

　

 

注
記
は
、
脚
注
の
か
た
ち
を
と
ら
ず
に
、
本
文
の
最
後
に
ま
と
め

て
番
号
順
に
記
載
す
る
。

【
引
用
・
参
考
文
献
の
書
式
】

　

 

本
文
中
で
文
献
を
引
用
ま
た
は
参
照
す
る
場
合
は
、
言
及
し
た
後

に
、
著
者
姓
、
発
行
年
、
参
照
ペ
ー
ジ
等
の
書
誌
情
報
を
（　

）

で
く
く
り
、
本
文
に
挿
入
す
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
に
著
者
姓
が

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
冗
長
な
重
複
を
避
け
る
た
め
に
著
者

姓
を
省
い
て
も
よ
い
。

　

 

例
一
…
制
度
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
（
川
島
一
九
八
〇
、
八
二

頁
）。

　
 

例
二
…
が
要
因
で
あ
ろ
う
」（M

alm
 1980: 197

）
と
示
す
よ
う

に
…

　

 

例
三
…
け
っ
し
て
珍
し
く
な
い
（Flaes 2000 

山
口
一
九
九
三
）。

　

 

例
四
…
ベ
ニ
デ
ズ
と
地
土
井
（
二
〇
〇
一
）
が
詳
し
く
述
べ
て
い
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る
の
で
…

　

 
例
五
…
新
聞
記
事
は
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
一
九

八
七
、
二
九
七
〜
四
〇
六
頁
）
を
参
照
。

　

 

本
文
中
で
引
用
・
言
及
し
た
文
献
、
楽
譜
、
録
音
・
映
像
資
料
等

に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
本
文
の
最
後
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
。
和

文
の
み
の
場
合
は
著
者
名
の
五
十
音
順
、
欧
文
と
和
文
と
が
混
在

す
る
場
合
は
、
著
者
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
記
載
す
る
。 

【
引
用
・
参
考
文
献
の
記
載
例
】

洋
書

　

 

単
行
本
の
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
（
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
表
示
で
き

な
い
場
合
は
下
線
で
代
用
）
で
示
す
。
論
文
の
題
目
は
引
用
符
で

く
く
る
。
事
典
項
目
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
論
文
を
掲
載
し
た
雑
誌

名
お
よ
び
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
（
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
表
示
で
き

な
い
場
合
は
下
線
で
代
用
）
で
示
す
。

・
単
行
本

　

著
者
姓
、
名
、
出
版
年
、
書
名
、
出
版
地
、
出
版
社
。

　

例

　

 M
alm

, W
illiam

 P. 2000. Traditional Japanese M
usic and 

M
usical Instrum

ents (N
ew

 E
dition). Tokyo: K

odansha 

International.

・
論
文

　

 

著
者
姓
、
名
、
出
版
年
、
論
文
題
目
、
副
題
、
雑
誌
名
、
巻
号
、

ペ
ー
ジ
。

　

例

　

 H
ood, M

antle. 1960. “The C
hallenge of B

i-M
usicality.” 

Ethnom
usicology. 40(1). pp. 55

-59.

・
事
典
項
目

　

 

執
筆
者
姓
、
名
、
出
版
年
、
項
目
名
、
事
典
名
、
出
版
地
、
出
版

社
、
出
版
年
、
巻
、
ペ
ー
ジ
。

　

例

　
 K

atz, Israel J. 2001. “Flam
enco.” The N

ew
 G

rove D
ictionary 

of M
usic and M

usicians, 2nd ed., London: M
acm

illan, vol. 8, 

pp. 920
-925.
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漢
籍

　

 
撰
者
／
編
者
／
輯
者
／
注
者
な
ど
の
氏
名
『
書
名
』、
叢
書
名
、

抄
本
／
刊
本
／
排
印
本
／
影
印
本
な
ど
の
表
示
。
氏
名
の
前
に
王

朝
名
を
頭
書
す
る
こ
と
。
ま
た
、
巻
／
部
／
条
／
葉
な
ど
引
用
箇

所
の
詳
細
は
本
文
中
で
示
す
。

　

例

　

 

宋
王
灼
撰
『
碧
鶏
漫
志
五
巻
付
校
勘
記
』、
據
知
不
足
斎
叢
書
本

排
印
、
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
第
一
集
所
収
、
中
国
戯
劇
出
版

社
、
一
九
五
九
。

和
書

・
単
行
本

　

 

著
者
、
出
版
年
『
書
名
―
副
題
―
』、
出
版
地
、
出
版
社
。
叢
書

名
／
論
文
集
名
／
翻
訳
書
の
場
合
は
原
本
の
デ
ー
タ
な
ど
。

　

例

　

 

内
田
順
子 

二
〇
〇
〇
『
宮
古
島
狩
俣
の
神
歌
―
そ
の
継
承
と
創

成
―
』、
京
都
、
思
文
閣
出
版
。

・
論
文
そ
の
他

　

 

執
筆
者
名
、
出
版
年
「
論
文
名
―
副
題
―
」『
雑
誌
名
／
書
名
』、

出
版
地
、
出
版
社
、
巻
号
、
頁
。

　

例
一

　

 

ホ
ア
キ
ン
・
Ｍ
・
ベ
ニ
テ
ズ
、
地
土
井
志
保 

二
〇
〇
一
「
仏
教

唱
歌
の
創
成
と
変
遷
―
明
治
二
二
〜
四
〇
年
出
版
の
七
冊
の
楽
譜

付
き
仏
教
唱
歌
を
中
心
に
―
」『
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
研
究
紀

要
』
第
二
一
巻
、
四
九
〜
六
一
頁
。

　

例
二

　

 

小
長
谷
有
紀 

一
九
九
一
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
接
客
技
法
と
し

て
の
歌
―
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
―
」
石
森
秀
三
編
『
観
光
と
音
楽
』、

東
京
、
東
京
書
籍
（
民
族
音
楽
叢
書
六
）、
一
七
五
〜
二
〇
六
頁
。

　

例
三

　

 

岸
辺
成
雄
、
池
田
弥
三
郎
、
郡
司
正
勝
監
修 

一
九
九
〇
『
大
系

日
本
の
伝
統
音
楽
』、 

筑
摩
書
房
、 

ビ
ク
タ
ー
、 

Ｐ
Ｖ
Ｔ
Ｋ
一
〇
一

一 （
Ｖ
Ｈ
Ｓ
／
Ｃ
Ｄ
）。

【
執
筆
者
所
属
の
記
載
】

　

執
筆
者
の
所
属
の
記
載
は
、
原
則
的
に
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　

例
一　
（
○
○
大
学
）
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例
二　
（
○
○
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

例
三　
（
○
○
大
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
課
程
）

　

例
四　
（
〇
〇
演
奏
家
）

【
著
作
権
許
諾
処
理
に
つ
い
て
】

　

 

写
真
、
図
像
、
楽
譜
等
の
掲
載
・
転
載
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
著
作
権
者
に
掲
載
の
許
可
を
書
面
で
得
る
。
転
載
を
す
る
場

合
は
、
出
典
を
明
記
す
る
。

 

（
二
○
二
二
年
八
月
三
一
日
改
訂
）


